













































新聞報道によると（朝日新聞 2010年 3月 16日・18日・20日朝刊（山形市域配達版）、 山




























































































内的感官: innerer Sinn. sensus internus. 人間の身体が心情(Gemuet)によって触発さ
れる場合の感官｡
また、快と不快の感情(Gefuehl)が内部感官と名づけられる。
内部感官: inwendiger Sinn. sensus interior. ある表象の状態を受け入れるか阻止するかが
当の表象によって決定される､主体の感受性(Empfaenglichkeit)｡
感官による表象には､ほかに感応がある｡(cf. Frank Baasner: Der Begriff ‘ sensibilit’e’





器官感覚の感官: Sinne der Organempfindung. 固定感官､ sensus fixus. 触覚、視覚、 聴覚、
味覚、臭覚のために特定の感覚器官を必要とする｡
生命感覚の感官: Sinn der Vitalempfindung. 不定感官､ sensus vagus.特定の感覚器官を必要
としない。
４、バーチャル・リアリティ ―バーチャル迷子と脳神経科学―
① ゲーム、テレビ、アニメなどの「バーチャル（仮想）世界」にどっぷり浸かっている
子ども。
② ケータイやインターネットなどの大きなバーチャル世界に呑み込まれて自分を見失
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い、「非現実世界」へ行ったきりで「現実世界」に戻って来られない人。
③ 学校裏サイト：大人たちが入り込めない子ども仲間の「秘密基地」。 米国では「イ
ンターネットは個人利用（自己責任）のパーソナル・メディアであり、発信者責任
が問えるマスメディア（テレビなど）とは異なる。だから子どものインターネット
利用の最終責任者は保護者である。」という常識が日本にはない。保護者は学校に子
どものケータイからのインターネット利用の粗銅を押しつけるべきでない。
④ 「現代日本の少年少女らは『インターネットを使う』という状態から一歩進んで、『イ
ンターネットというメディア空間で生きる』ようになってきた」、「インターネット
上で擬似家族を作ることもできる。」、「インターネットジャングルを行き抜け！」（下
田博次『学校裏サイト』東洋経済新報社 2008）
⑤ 『メディアと人間の発達―テレビ、ﾃﾚﾋﾞｹﾞｰﾑ、インターネット、そしてロボットの心
理的影響―』（坂元章編、学文社 2003）
⑥ 『「メディア漬け」で壊れる子どもたち』（清川輝基・内海裕美共著、少年写真新聞
社 2009）
⑦ 『テレビゲーム教育論』（マーク・プレンスキー、東京電気大学出版局 2007）：「テレ
ビゲームは…実はとてもよい価値をたくさん持っている」
⑧ 『子どもの心と脳が危ない！―テレビを消そう、ゲームをやめよう！』（ほんの木 2005）
⑨ 『テレビゲームと子どもの心―子どもたちは凶暴化していくのか？』（坂元章、メタ
モル出版 2004）： 「テレビゲームの悪影響論争の『5年周期説』」
⑩ 『ゲームと犯罪と子どもたち―ハーバード大学医学部の大規模調査より』（ローレン
ス・カトナー、シェリル・Ｋ・オルソン共著、インプレスジャパン 2009）：「科学的
には根拠のないゲーム批判―子どもたちはゲームと現実を混同しているのか」、「新
しいメディアはいつの時代も非難の的―印刷術の発明から最新技術のゲームまで」
⑪ 『子どもの脳が危ない』（福島章、ＰＨＰ新書 2000）：「脳の形態になんらかの異常の
ある人が殺人を犯す危険性は、異常所見が発見されない人よりかなり高い」
